授業に役立つ学校図書館
校種　　　　　　　　　高校

教科　　　　　　　　　家庭

単元　　　　　　　　　子どもの発達と保育

対象学年　　　　　　　高２

活用・支援の種類　　　資料提供・ブックリスト・ガイダンス実施

図書館とのかかわり　　高校生が幼児を対象とする読み聞かせに適する絵本の紹介と、読み聞かせ体験を実施するにあたってのアドバイスを求める。

　　　　　　　　　　　読み聞かせを指導するための資料の紹介を求める。
授業のねらい　　　　　少子高齢社会にあって、子どもや高齢者とかかわる具体的な方法を経験しないまま生活している高校生にとって、絵本を読み聞かせる方法を知るということは、対象の年齢を問わずに有効な体験になると思っている。

今回は、家庭基礎の「子どもの発達と保育」についての学習の最後の時期に当たるが、本校では近隣に保育所や幼稚園が無いため直接幼児に関わる経験をすることができない。しかし、絵本と出会い、班のメンバーを幼児に見立てて語ることでもイメージを膨らませることができる。
　　　　　　　　　　絵本と出会い、読み聞かせの体験をすることで、保育の意義や、子どもとのコミュニケーション能力を高めることに繋げるようにしたい。

参考図書　　　　　　「ストーリーテリング入門」お話を学ぶ語る伝える
　M・R・マクドナルド著　末吉正子訳　　　　一声社

　　　　　　　　　　「読書の楽しさを伝えよう」知と心を育てる読書の教育
　　　　　　　　　　　　　笠原良朗編著　　　　　　　　　　　　　　　ポプラ社
　　　　　　　　　　「絵本の庭へ」児童図書館基本蔵書目録
　　　　　　　　　　　　　東京子ども図書館編集　　　　　　　　　　　精興社

　　　　　　　　　　東京学芸大学附属高等学校、附属世田谷中学校、附属世田谷小学校蔵書のうち絵本100冊

授業者コメント　　　読み聞かせの授業は、2校時分の展開で行いました。１時間目は、本時の目的を説明すると共に図書館の司書さんから読み聞かせの概要をお話いただいた後、生徒には気に入った本を選ばせ、その読み聞かせの練習を行わせました。2時間目は、最初に班毎にまとまって班員それぞれが残りの班員を幼児に見立てて順番に読み聞かせを行います、その後班の代表数人がクラス全体の前で読み聞かせを行い、全体のまとめの時間をもちました。
　　　　　　　　　　生徒が選ぶ本は自分が子どもの頃に気に入った本もあれば、司書さんからのアドバイスに沿って読み聞かせにあった本を選んでいる場合もあります。いずれも目的をもって練習しており、読み聞かせの成果も手応えがあったと感じています。
